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平成27年 平成27年 師師
し わ すし わ す

走走

広
報つくばみらいつくばみらい

P ７　プレミアム商品券はお早めにご利用を

P９　適応支援教室「なのはな」のご紹介

P10　市内の出来事

P12　お知らせ情報

P20　つくばみらいの魅力、発信します！

11月１日現在人口・世帯数（前月比）　
総人口50,170人（＋79）　男25,200人（＋26）　女24,970人（＋53）・世帯数19,271世帯（＋52）

P ２　人口５万人に到達しました

P４　小学校の統廃合計画について説明会を開催します

P４　市議会議員一般選挙のお知らせ

P５　マイナンバー制度のお知らせ

P６　農業委員の選出方法が変わります　

●主な内容

　　当市の人口が５万人を超えました。記念すべき５万人目に当市の人口が５万人を超えました。記念すべき５万人目に
認定されたのは、９月 12日生まれの認定されたのは、９月 12日生まれの大大

おおやまおおやま

山山篤篤
あつとあつと

斗斗くん（写真左くん（写真左
から３人目）。10月 31 日には、５万人達成の認定証授与とから３人目）。10月 31 日には、５万人達成の認定証授与と
記念品の贈呈式を行いました。（関連記事２・３ページ）記念品の贈呈式を行いました。（関連記事２・３ページ）

祝 人口５万人達成！祝 人口５万人達成！
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人
口
が
５
万
人
に
到
達

人
口
が
５
万
人
に
到
達

来
年
の
市
制

来
年
の
市
制
1010
周
年
記
念
よ
り
一
足
先
に

周
年
記
念
よ
り
一
足
先
に

５
万
人
目
は
大お
お
や
ま山

篤あ
つ
と斗

く
ん
に

　

来
年
の
３
月
27
日
で
、
当
市
は
市
制
施
行
10
周
年
の
節

目
を
迎
え
ま
す
。
平
成
18
年
３
月
27
日
に
伊
奈
町
と
谷
和

原
村
が
合
併
し
た
当
初
、
人
口
は
４
万
１
１
８
５
人
。
そ

こ
か
ら
10
年
を
待
た
ず
し
て
５
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
５
万
人
達
成
を
記
念
し
て
10
月
31
日
、
５
万

人
達
成
記
念
品
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

認
定
証
お
よ
び
記
念
品
を
贈
呈

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

　

記
念
す
べ
き
５
万
人
目
に
認
定
さ

れ
た
の
は
、大お
お
や
ま山
仁ひ
と
し志
さ
ん
（
小
張
）

と
妻
の
美み

か佳
さ
ん
の
長
男
・
篤
斗
く

ん
（
９
月
12
日
生
ま
れ
）。
９
月
24

日
の
出
生
届
を
も
っ
て
５
万
人
目
の

認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

記
念
品
贈
呈
式
当
日
は
、
報
道
陣

が
詰
め
か
け
る
中
、
姉
の
結ゆ

う羽
ち
ゃ

ん
と
、
一
緒
に
暮
ら
す
祖
父
・
仁じ
ん
い
ち一

さ
ん
、
祖
母
・
悦え
つ
こ子
さ
ん
も
出
席
し
、

親
子
３
代
が
揃
っ
た
に
ぎ
や
か
な
贈

呈
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
仁
志
さ
ん
に
抱
っ
こ
さ

れ
た
篤
斗
く
ん
に
、
片
庭
市
長
か
ら

５
万
人
目
達
成
の
証
と
し
て
認
定
証

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念

品
と
し
て
、
市
認
証
特
産
品
の
「
み

ら
い
プ
レ
ミ
ア
ム
」
詰
め
合
わ
せ
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

地
元
に
貢
献
で
き
る
子
に
育
っ
て

　

認
定
証
を
受
け
取
っ
た
仁
志
さ
ん

は
「（
篤
斗
く
ん
が
）
５
万
人
目
と

知
っ
た
時
は
驚
い
た
。
５
万
人
目
に

ふ
さ
わ
し
い
優
し
く
大
き
な
子
に

育
っ
て
ほ
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

篤
斗
く
ん
の
祖
父
・
仁
一
さ
ん
は

「
将
来
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
役
に

立
つ
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
孫
の

成
長
に
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
人
口
５
万
人
達
成
を
受

け
、
片
庭
市
長
は
「
全
国
的
に
人
口

減
少
社
会
と
言
わ
れ
る
中
、
当
市
で

は
人
口
が
増
加
し
て
お
り
、
非
常
に

喜
ば
し
い
。
そ
の
期
待
に
応
え
る
た

め
に
も
、
当
市
を
選
ん
で
く
れ
た
方

が
、
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
と
思
え

る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

庁舎庁舎に掲げられた「祝　人口５万人達成！」の懸垂幕に掲げられた「祝　人口５万人達成！」の懸垂幕

片庭市長から認定証を渡される大山篤斗くん片庭市長から認定証を渡される大山篤斗くん
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ロ
ゴ
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
発
表
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
来
年
３
月
27
日
に
市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
当
市
の
持
つ
魅
力
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
親
し

み
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
と
心
に

響
く
「
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
全
国
か
ら
多
数
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中

か
ら
最
優
秀
作
品
と
し
て
選
ば
れ
た
作
品
１
点
ず
つ
を
そ

れ
ぞ
れ
10
周
年
を
記
念
す
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
と
し
て
決
定
し
、
報
道
機
関
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
に
行
っ
た
報
道
発
表
に

は
、
片
庭
市
長
お
よ
び
９
人
の
若
手

職
員
有
志
か
ら
な
る
「
10
周
年
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
か
ら
、「
ロ
ゴ

マ
ー
ク
」
と
「
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」

の
、
募
集
か
ら
決
定
に
至
る
ま
で
の

経
緯
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
決

定
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
原
案
者
で
あ

る
吉よ

し
お尾

絵え

み美
さ
ん
（
陽
光
台
）
に
も

出
席
い
た
だ
き
、
デ
ザ
イ
ン
の
着
想

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

吉
尾
さ
ん
は
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ザ

イ
ン
に
つ
い
て
「
毎
日
見
て
い
る
風

景
、
自
分
の
大
好
き
な
風
景
を
思
い

浮
か
べ
て
描
い
た
。
遠
く
に
見
え
る

筑
波
山
、
広
が
る
田
園
、
福
岡
堰
の

市
制
施
行
10
周
年

10
周
年
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
事
業
を
実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、
来
年
３
月
27
日
で
市
制

施
行
10
周
年
を
迎
え
る
事
か
ら
、
平

成
28
年
の
１
年
間
を
「
市
制
施
行
記

念
イ
ヤ
ー
」
と
し
、
１
年
間
を
通
じ

て
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
記
念
事
業
の
期
間
は
、
平
成
28
年
３

月
27
日
を
基
準
に
、
１
月
１
日
か
ら
基

準
日
前
日
ま
で
を
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
期

間
、
３
月
27
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
を

記
念
事
業
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
来
年
３
月
26
日
ま
で

を
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
期
間
と
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
共
に
市
全
体
で
10
周

年
を
盛
り
上
げ
る
事
業
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

来
年
は
10
周
年
記
念
の
年

開催予定日
（平成 28年） 事業名 会場

１月 12日㈫ 平成 28 年　市賀詞交換会
『“みらい ”を語る新春の集い』 茨城ゴルフ倶楽部

１月 24日㈰ 第 10 回市たこあげ大会 市総合運動公園

１月 26日㈫ みらい給食の提供
（伊奈給食センター）

各小学校
（伊奈給食センター所管）

２月４日㈭ みらい給食の提供
（谷和原給食センター）

各幼稚園・各小学校
（谷和原給食センター所管）

２月９日㈫ 講演会　
～あなたの未来輝いていますか～

きらくやまふれあいの丘　
世代ふれあいの館

開催予定日
（平成 28年） 事業名 会場

３月 27日㈰ 市制施行 10周年記念式典
きらくやまふれあいの丘
世代ふれあいの館

■市制施行 10周年カウントダウン事業

■市制施行 10周年記念事業　シンボル事業

10周年記念ロゴを手にする片庭市長（中央㊧）と吉尾さん（中央㊨）、10周年記念ロゴを手にする片庭市長（中央㊧）と吉尾さん（中央㊨）、
10周年プロジェトチーム10周年プロジェトチーム

スクリーンを使って説明をする 10 周年プスクリーンを使って説明をする 10 周年プ
ロジェクトチームロジェクトチーム

桜
の
イ
メ
ー
ジ
に
、
町
並
み
を
取
り

入
れ
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
解
放
感

を
表
現
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
遠
方
に
住
ん
で
い
る
た
め

こ
の
日
の
会
見
に
は
出
席
が
か
な
わ

な
か
っ
た
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の

考
案
者
で
あ
る
瀧た
き
か
わ川
和か
ず
や哉
さ
ん
か
ら

は
「
老
若
男
女
問
わ
ず
色
々
な
人
々

が
、み
ら
い
に
向
か
っ
て
支
え
合
い
、

活
躍
し
て
い
る
様
子
を
思
い
描
い
て

表
現
し
た
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ロ
ゴ
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
決

定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
片
庭
市
長

は
「
ど
ち
ら
も
当
市
の
特
長
を
つ
か

ん
だ
素
晴
ら
し
い
も
の
が
選
ば
れ

た
。来
年
は
10
周
年
イ
ヤ
ー
な
の
で
、

今
後
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
市
制
10
周
年
事
業
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
幅
広
く
Ｐ
Ｒ
し
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

 

伊
奈
庁
舎
政
策
秘
書
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
２
０
４
）

問 ▷
決
定
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
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市
議
会
議
員
一
般
選
挙

■
投
票
日
・
投
票
時
間

・
平
成
28
年
２
月
７
日
㈰　

・
午
前
７
時
〜
午
後
７
時

■
告
示
日
（
立
候
補
受
付
日
）

　

平
成
28
年
１
月
31
日
㈰

■
立
候
補
受
付
時
間
・
受
付
場
所　
　

・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

・
伊
奈
公
民
館
２
階
大
ホ
ー
ル

※
立
候
補
予
定
者
説
明
会
は
、
12
月

15
日
㈫
の
午
前
10
時
か
ら
、
伊
奈
公

民
館
２
階
大
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

■
期
日
前
投
票　

　

平
成
28
年
２
月
１
日
㈪
〜
２
月
６

日
㈯　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

大字（行政区） 旧投票所の施設名

小張（愛宕住宅） 小張小学校

小張（高波、高波住宅、
出山住宅、小島新田東）
小島新田、陽光台、紫
峰ヶ丘、富士見ヶ丘

みらい平コミュニティセンター

大字（行政区） 新投票所の施設名

小張（愛宕住宅）、陽光台 陽光台小学校

小張（高波、高波住宅、
出山住宅、小島新田東）
小島新田、紫峰ヶ丘、
富士見ヶ丘

みらい平コミュニティセンター

◎
み
ら
い
平
地
区
の
投
票
所
が

変
更
に
な
り
ま
す

　

み
ら
い
平
地
区
の
人
口
増
加
に
伴

い
、
み
ら
い
平
地
区
に
投
票
所
を

１
ヶ
所
増
設
し
ま
す
。
こ
の
増
設
に

伴
い
、
投
票
所
が
変
更
に
な
る
地
区

は
、
左
の
表
の
と
お
り
で
す
の
で
，

投
票
の
際
は
お
間
違
い
の
な
い
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【変更前】

【変更後】

投票所が変更になる地区

市立小学校の統廃合計画について
説明会を開催します
　このたび、「つくばみらい市義務教育施設適正配置審議
会」より、市内小中学校の適正配置についての答申をいた
だき、この答申をもとに「つくばみらい市義務教育施設適

　

近
年
、
当
市
に
お
い
て
は
、
児
童

数
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
地
区
と

児
童
数
の
減
少
に
よ
り
複
式
学
級
が

発
生
し
て
い
る
地
区
が
混
在
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
不
均
衡
な
教
育

環
境
の
解
消
に
早
急
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
育
委
員
会

で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
「
つ
く
ば

み
ら
い
市
義
務
教
育
施
設
適
正
配
置

審
議
会
」
を
設
置
し
、
今
後
の
児
童

の
推
移
や
学
校
施
設
の
状
況
な
ど
を

も
と
に
、
子
ど
も
達
の
よ
り
良
い
教

育
環
境
の
維
持
・
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
望
ま
し
い
義
務
教
育
施

正配置基本計画（案）」を策定いたしました。つきましては、
この基本計画（案）の概要について、小学校区ごとの保護者
の方、地域の皆さまに対し、説明会を開催いたします。

設
が
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
を
検

討
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
審
議
会
よ
り
い
た
だ
い
た
、

市
内
小
中
学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い

て
の
答
申
を
も
と
に
、
市
で
は
「
つ

く
ば
み
ら
い
市
義
務
教
育
施
設
適
正

配
置
基
本
計
画
（
案
）」
を
策
定
い

た
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
基
本
計
画

（
案
）
の
概
要
に
つ
い
て
、
左
記
日

程
で
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

開催日 時間 場所 対象区域

12 月　３日㈭ 午後７時～ 伊奈公民館 谷井田地区

12月　４日㈮ 午後７時～ 伊奈公民館 小張地区

12月　７日㈪ 午後７時～ 伊奈公民館 板橋地区

12月　８日㈫ 午後７時～ 伊奈公民館 豊地区

12月　13 日㈰
午後３時～ 谷和原公民館 福岡地区

午後６時～ 谷和原公民館 十和地区

12月　14 日㈪ 午後７時～ 谷和原公民館 谷原地区

12月　15 日㈫ 午後７時～ 谷和原公民館 小絹地区

12月　17 日㈭ 午後７時～ 谷和原公民館 みらい平地区

12月　20 日㈰
午前 10 時～ 伊奈公民館 三島地区

午後２時～ 伊奈公民館 東地区

■説明会日程

　

 

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
９
２
２
０
）

問

　

 

選
挙
管
理
委
員
会
（
伊
奈
庁
舎

総
務
課
内
）　

☎
58
‐
２
１
１
１（
内

線
１
２
１
３
）

問

※説明会は、小学校区ごとに行いますが、都合がつかない場合は、他の日程にご出席ください。
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マイナンバー制度のお知らせ
「通知カード」届いていますか？
　11月中旬からマイナンバー制度の「通知カード」を世帯ご
とに簡易書留でお送りしています（詳細は広報つくばみらい
10 月号に掲載）。12 月 11 日㈮の時点でお手元に届いていな
い方がいましたら、市役所市民窓口課　☎ 58‐ 2111（内線
1119・8118）までご連絡ください。

このようなデザインの封筒が住民登録地
に届きます。

ここに「つくばみらい市」
と書いてあります。

「住基カード」の「署名用電子証明書」をご利用の方へ
　「住民基本台帳カード」に「電子証明書」を格納されてい
る方は、「電子証明書」の有効期間満了日をご確認ください。
ただし、平成 28 年 1月以降は、「住民基本台帳カード」に
新たに「電子証明書」を格納することができなくなり、「電
子証明書」を利用する場合は、「個人番号カード」を取得し
ていただく必要があります。
　現在お持ちの「住民基本台帳カード」に「電子証明書」の
格納・更新を希望する方は、12月 22 日 ( 火 ) までに市役所
市民窓口課で更新手続きをお願いします。
※ 12月 23日㈬以降は更新手続きができません。
※現在有効期限が残っている「電子証明書」は有効期限まで
そのままご利用できます。

　　　　　　　　　【注意】

⑴「住民基本台帳カード」に格納されている「電
子証明書」を「個人番号カード」に移すことはで
きません。
⑵「電子証明書」の有効期間満了日は、証明書発
行時にお渡しした「電子証明書の写し」に記載さ
れています。
⑶「住民基本台帳カード」と「個人番号カード」
の重複所持はできません。 

■通知カード・個人番号カードに関するお問い合わせ

【受付時間】◎平日 /午前９時 30分～午後 10時
　　　　  　◎土、日、祝日 /午前９時 30分～午後５時 30分（平成 28年３月 31日㈭まで）
　　　　　  ◎ 12 月 29 日㈫～平成 28年１月３日㈰を除く
　　　　　  ※個人番号カードの一時利用停止については、24時間 365 日受け付け（平成 28年１月～）

◎個人番号カードコールセンター　0570 ‐ 783 ‐ 578
（一部 IP 電話などで上記ダイヤルにつながらない場合は、050 ‐ 3818 ‐ 1250 へ）

◎マイナンバー総合フリーダイヤル　0120 ‐ 950 ‐ 0178（無料）



6－広報つくばみらい12月号（No.116）－

農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
変
わ
り
ま
す

■
公
選
制
か
ら
地
域
推
薦
・
公
募
に

　

農
業
委
員
の
選
出
方
法
は
、
公
職

選
挙
法
に
基
づ
く
も
の
か
ら
市
町
村

長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る

方
法
に
な
り
ま
す
（
農
委
法
第
８
条
）。

　

市
町
村
長
は
、任
命
に
当
た
っ
て
、

あ
ら
か
じ
め
地
域
の
農
業
者
や
農
業

団
体
に
候
補
者
の
推
薦
を
求
め
、
公

募
も
行
い
ま
す
。
推
薦
と
応
募
の
結

果
は
公
表
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
市
町

村
長
に
は
こ
れ
を
尊
重
す
る
こ
と
が

求
め
ら
て
い
ま
す
（
農
委
法
第
９

条
）。
ま
た
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

■
認
定
農
業
者
を
過
半
に
、
利
害
関

係
者
以
外
も
登
用
を

　

区
域
内
に
認
定
農
業
者
が
少
な
い

場
合
な
ど
を
除
い
て
、
農
業
委
員
の

過
半
は
認
定
農
業
者
で
あ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
（
農
委
法
第
８
条
第

５
項
、
第
６
項
）。

　

 

農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
58
‐

２
１
１
１
（
内
線
８
１
２
１
）

問

農業委員、農地利用最適化推進委員
選任のイメージ図

市長 農業委員会

市議会

農業委員
農地利用最適化
推進委員

地域の農業者や農業団体

同意

推薦・公募

委嘱任命

古
布
の
出
し
方
に
注
意

　

古
布
（
資
源
物
）
と
し
て
出
せ
る

も
の
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
状
態

の
も
の
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
の

点
に
注
意
し
、
正
し
い
方
法
で
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
古
布
を
出
す
と
き
の
注
意
点

○
汚
れ
た
も
の
、破
れ
た
も
の
な
ど
、

　

リ
サ
イ
ク
ル
に
支
障
を
来
す
も
の

　

は
出
さ
な
い
。

○
中
身
が
確
認
で
き
る
透
明
な
袋
に

　

入
れ
、
油
性
ペ
ン
で
「
布
類
」
と

　

書
く
。
紙
袋
な
ど
に
入
れ
な
い
。

○
不
燃
や
資
源
物
の
指
定
袋
を
代
用

　

す
る
際
も
必
ず
「
布
類
」
と
書
く
。

○
可
燃
専
用
袋
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
入

　

れ
て
出
さ
な
い
。

○
「
紙
布
」
の
日
に
午
前
８
時
ま
で

　

に
集
積
所
に
出
す
。

○
古
布
は
濡
れ
な
い
よ
う
に
し
て
出

し
く
だ
さ
い
。
雨
の
日
に
は
古
布
は

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
濡
れ
て
い

る
古
布
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
雨
の
日
に
は
回
集
を
行
い

ま
せ
ん
。

○
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
身
を
よ
く
確
認
し
、

　

古
布
に
異
物
が
混
入
し
な
い
よ
う

　

出
し
く
だ
さ
い
。
異
物
が
混
入
す

　

る
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
支
障
を
来

　

し
ま
す
。
ボ
タ
ン
や
フ
ァ
ス
ナ
ー

　

 

谷
和
原
庁
舎
生
活
環
境
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
３
４
）

問

の
ら
猫
に
え
さ
を
与
え
な
い
で

　

近
年
、
の
ら
猫
の
糞
尿
被
害
や
い

た
ず
ら
な
ど
に
よ
る
苦
情
が
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
か
わ
い
そ
う
」

な
ど
の
理
由
で
の
ら
猫
に
エ
サ
だ
け

を
与
え
、
そ
の
後
の
管
理
を
し
な
い

無
責
任
な
行
為
は
、
の
ら
猫
の
数
を

増
や
す
こ
と
に
な
り
、
近
所
に
迷
惑

を
か
け
た
り
、
結
果
的
に
、
病
気
や

事
故
な
ど
で
死
亡
す
る
不
幸
な
猫
を

増
や
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
の
ら

猫
に
は
エ
サ
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ

い
。
エ
サ
を
与
え
る
な
ら
、
責
任
を

も
っ
て
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
飼
い
猫
も
他
人
の
家
の
庭

で
フ
ン
を
し
た
り
、
車
の
上
に
乗
っ

て
傷
つ
け
た
り
と
、
飼
い
主
の
知
ら

な
い
と
こ
ろ
で
迷
惑
を
か
け
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
だ
け
で
な

く
、
病
気
に
感
染
し
た
り
、
交
通
事

故
で
ケ
ガ
を
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
飼
い
猫
に
は
首
輪
や
名
札

を
付
け
、
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　

 

谷
和
原
庁
舎
生
活
環
境
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
３
５
）

問

冬
の
節
電
に
ご
協
力
を

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
は
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
削
減
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
も
冬

季
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

一
般
家
庭
の
場
合
、
エ
ア
コ
ン
・

照
明
・
冷
蔵
庫
の
電
力
消
費
量
が
約

半
分
を
占
め
て
い
る
た
め
、
次
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
で
節
電

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

○
家
庭
や
職
場
な
ど
に
お
け
る
暖
房

　

の
設
定
温
度
を
20
度
以
下
に
設
定

　

し
、
暖
房
に
頼
り
す
ぎ
ず
、
重
ね

　

着
な
ど
で
暖
か
い
服
装
を
心
が
け

　

ま
し
ょ
う
。

○
不
要
な
照
明
を
で
き
る
だ
け
消
す

　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
冷
蔵
庫
の
温
度
設
定
を
「
弱
」
に

　

し
、
扉
を
開
け
る
時
間
を
で
き
る

　

だ
け
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

○
便
座
の
保
温
・
温
水
の
設
定
温
度

　

を
下
げ
て
、
使
用
し
な
い
と
き
は

　

フ
タ
を
閉
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
長
時
間
使
わ
な
い
電
気
製
品
の
コ

　

ン
セ
ン
ト
を
抜
い
て
お
き
ま
し
ょ

　

う
。

　

こ
れ
ら
以
外
に
も
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

は
付
い
た
ま
ま
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
古
布
と
し
て
出
せ
な
い
も
の

○
汚
れ
や
破
れ
が
あ
る
衣
類
、
く
つ

　

下
、
ぞ
う
き
ん
、
断
裁
く
ず
、
ネ

　

ク
タ
イ
（
天
然
素
材
製
）
は
「
可

　
燃
ご
み
」と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
雨
が
さ
・
雨
が
っ
ぱ
な
ど
、ビ
ニ
ー

　

ル
製
の
も
の
、
ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ

　

ト
、
毛
皮
、
革
製
品
、
ネ
ク
タ
イ

　
（
天
然
素
材
製
以
外
）
は
「
不
燃

　

ご
み
」と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

谷
和
原
庁
舎
生
活
環
境
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
３
５
）

問



7 －次号は平成28年１月４日（月）配布開始－

市立保育所市立保育所

あそびのひろばあそびのひろば

　

市
立
保
育
所
で
は
、
就
学
前
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者
お
よ
び
出
産
前

後
の
妊
産
婦
の
方
を
対
象
に

「
あ
そ

保育所 12月 平成 28 年１月 ２月
伊奈第１保育所
　山王新田 1253
　☎ 58 ‐ 2422

耐震工事により中止します

伊奈第２保育所
　小張 4705
　☎ 58 ‐ 1025

２日㈬
交通ルールを知ろう

20 日㈬
オカリナを聴こう

３日㈬
豆まきをしよう

伊奈第３保育所
　長渡呂新田 715
　☎ 58 ‐ 1597

21 日㈪
12月♪誕生会

29 日㈮
人形劇を観よう

16 日㈫
お雛さまを作ろう

伊奈第４保育所
　狸穴 1072 ‐ 45
　☎ 58 ‐ 6002

24 日㈭
ハンドベルを聴こう

25 日㈪
１月♪誕生会

22 日㈪
お雛さまを作ろう

谷和原第１保育所
　仁左衛門新田 641
　☎ 52 ‐ 2100

４日㈮
生活発表会を観よう

18 日㈪
パネルシアターを観よう

29 日㈪
２・３月♪誕生会

谷和原第２保育所
　上小目 600
　☎ 52 ‐ 4217

子育て支援室「フラワー」
　上小目 600
　☎ 52 ‐ 3966

月～金曜　　午前９時～ 11時 30 分
月・水・金　午後２時 30分～４時
（午後２時 30分～３時 30 分は園庭で遊べます）

子育て支援室「おひさま」
　紫峰ヶ丘４‐４‐１
　☎ 57 ‐ 0502

火～土曜
　　午前９時 30分～ 11 時 30 分

　　　　　　　午後１時～４時
　　　　　　　（月曜日が祝日の場合は変更あり）

び
の
ひ
ろ
ば
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
♪

◎
毎
月
各
保
育
所
で
誕
生
会
を
行
い

　

ま
す
。
誕
生
月
の
お
子
さ
ん
だ
け

　

で
な
く
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
（
誕
生
月
の
お
子
さ
ん
に
は
、
プ
レ

　

ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
）

◎
５
保
育
所
共
通
（
谷
和
原
第
２
保

　

育
所
を
除
く
）
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

　

ド
を
発
行
し
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
を

　

集
め
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ゲ
ッ
ト
し

　

ま
し
ょ
う
♪

◎
月
に
1
度
、
保
育
所
で
身
体
測
定

　

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◎あそびのひろば　時間：午前９時 30分～ 11 時

◎このほか、毎日園庭開放も行っています。ぜひ、ご利用ください。
※上記表の予定は変更になる場合があります。

プレミアム商品券「あぶにーる」は
１月 11日㈪までにご利用を！
　つくばみらい市プレミアム商品券「あぶにーる」の有効期限は平成

　   つくばみらい市商工会　☎58‐ 1700 ／谷和原庁舎産業経済課
　☎58‐ 2111（内線8152）
問

医
療
福
祉
制
度
（
マ
ル
福
）
の
入
院
費
助
成

　

市
で
は
、
中
学
校
卒
業
後
か
ら
18

歳
の
方
（
満
18
歳
を
迎
え
た
年
度
末

ま
で
の
方
）
を
対
象
に
入
院
費
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
10

月
以
降
の
診
療
が
対
象
で
す
。
助
成

方
法
は
「
償
還
払
い
」
と
な
り
ま
す

の
で
、
国
保
年
金
課
の
窓
口
で
申
請

が
必
要
で
す
。
領
収
書
が
発
行
さ
れ

て
か
ら
5
年
間
（
高
額
療
養
費
に
該

当
す
る
場
合
は
2
年
間
）
は
申
請
が

可
能
で
す
。

■
「
償
還
払
い
」
の
申
請
方
法

　

医
療
機
関
で
支
払
い
を
済
ま
せ
た

後
、
保
険
点
数
明
細
の
あ
る
領
収
書

を
添
え
て
、
伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課

の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
後

日
、
指
定
口
座
に
自
己
負
担
金
を
差

し
引
い
た
金
額
を
振
り
込
み
ま
す
。

■
自
己
負
担
金

　

医
療
機
関
ご
と
に
、
1
日
３
０
０

円(
月
３
０
０
０
円)

ま
で
の
自
己

負
担
金
が
あ
り
ま
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

・
対
象
者
の
健
康
保
険
証

・
医
療
機
関
の
領
収
書

・
印
鑑
（
認
め
印
可
）

・
保
護
者
名
義
の
通
帳
（
口
座
番
号

　

の
わ
か
る
も
の
）

※
社
会
保
険
加
入
者
で
高
額
療
養

費
、
付
加
給
付
金
な
ど
に
該
当
し
た

場
合
は
、
振
込
通
知
書
な
ど
の
書
類

　

 

伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
８
９
）

問

未
熟
児
養
育
医
療
費
の
給
付
制
度

◎
未
熟
児
養
育
医
療
と
は

　

出
生
時
の
体
重
が
２
０
０
０
㌘
以

下
ま
た
は
身
体
の
発
達
が
未
熟
の
ま

ま
生
ま
れ
、
入
院
を
必
要
と
す
る
乳

児
が
、
指
定
養
育
医
療
機
関
に
お
い

て
入
院
治
療
を
受
け
る
場
合
に
、
そ

の
治
療
に
要
す
る
医
療
費
を
公
費
に

よ
り
助
成
す
る
制
度
で
す
。
こ
の
制

　

 

伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
８
６
）

問 度
を
利
用
す
る
方
は
、
お
子
さ
ん
が

入
院
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

見　本

28 年 1 月 11 日㈪です。有効期限
を過ぎた商品券は使用できません。
また、払い戻しもできませんので、
市内加盟店にて有効期限までにお早
めにご利用ください。

◎アンケートに答えて「みらいプレミアム」をもらおう！

　商品券の販売時にお渡した「アンケート調査」にご協力をお願いし
ます。「アンケート調査」にご協力いただいた中から、抽選で市認証
特産品「みらいプレミアム」の詰め合わせをプレゼントいたします。
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問
　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
谷
和
原
庁
舎
１
階
）
☎
25

‐
３
２
８
８

消費生活センターイメージ
キャラクター『まみりん』

着 衣 着 火

　

着
衣
着
火
と
は
、
調
理
中
の
ガ

ス
コ
ン
ロ
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
炎

が
、
着
て
い
る
衣
服
に
着
火
す
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。「
消
防
白
書
」
に
よ
る
と
、

平
成
25
年
中
の
全
国
の
着
衣
着
火
に
よ
る
死
者

数
は
１
２
１
人
で
、
火
災
の
中
で
２
番
目
に
多

い
死
者
発
生
原
因
で
す
。

　

高
齢
者
が
着
衣
着
火
の
被
害
に
あ
っ
た
場

合
、
ケ
ガ
の
程
度
が
重
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
原
因
と
し
て
、
加
齢
に
よ
る
身
体
能
力
の

衰
え
に
加
え
、
目
の
老
化
な
ど
で
炎
が
見
え
に

く
く
な
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
火
を
取
り
扱
う
際
は
、
袖

口
や
裾
が
広
が
っ
て
い
る
衣
服
を
避
け
、
火
力

を
適
正
に
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
生
地
の
表
面
が
起
毛
し
て
い
る
衣
服

に
着
火
す
る
と
、
瞬
時
に
生
地
の
表
面
に
火
が

走
る
「
表
面
フ
ラ
ッ
シ
ュ
」
が
生
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
燃
え
に
く
い
衣
類
を
身
に
つ

け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
燃
え
に
く
い
衣
類
と

し
て
、
公
益
財
団
法
人
日
本
防
炎
協
会
が
認
定

し
て
い
る
防
炎
製
品
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

防
炎
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。  

危
険
！
死
亡
事
故
も
！

くらしのＱ＆Ａ

平
成
28
年
成
人
式
は
１
月
10
日
㈰
で
す

　

大
人
へ
の
節
目
の
日
、
懐
か
し
い

笑
顔
に
会
え
る
日
、
思
い
出
に
残
る

記
念
日
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ

さ
い
。

■
日
時
…
平
成
28
年
１
月
10
日
㈰ 

　

午
後
１
時
30
分 

式
典
開
式
（
受
付

　

は
午
後
０
時
30
分
か
ら
）

■
会
場
…
市
総
合
運
動
公
園　

体
育

　

館
（
小
張
１
７
７
０
）

■
対
象
者
…
平
成
７
年
４
月
２
日
〜

　

平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
式
典
終
了
後
、
中
学
校
区
ご
と
に

記
念
写
真
の
撮
影
を
行
い
ま
す
。

※
12
月
１
日
現
在
で
市
内
に
住
民
登

録
が
あ
る
対
象
者
に
は
、
案
内
状
を

12
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。（
年
内

に
届
か
な
い
場
合
は
、
生
涯
学
習
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

※
な
お
、
住
民
登
録
が
な
い
方
で
、

市
成
人
式
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

 

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
９
３
１
３
）

問

陽
光
台
小
学
校
開
校
記
念
式
典
を
開
催

　

陽
光
台
小
学
校
の
開
校
記
念
式
典

を
11
月
７
日
、
同
校
の
体
育
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の
児
童
約
３
０
０
人
、
片
庭
市

長
、
石い
し
つ
か塚
教
育
長
、
陽
光
台
小
学
校

の
大お
お
つ
ぼ坪
校
長
を
は
じ
め
と
し
た
関
係

者
が
出
席
す
る
中
、
建
設
検
討
委
員

会
委
員
長
の
高た
か
は
し橋
隆り
ゅ
う
た太
様
、
校
章
制

作
者
の
沼ぬ
ま
じ
り㞍
正ま
さ
よ
し芳
様
、
校
歌
作
詞
者

の
陽
光
台
小
学
校
教
職
員
一
同
、
校

歌
作
曲
者
の
小お

ぐ
ら倉

し
ん
こ
う
様
、
な

ら
び
に
建
設
に
関
わ
っ
た
事
業
者
の

方
々
に
片
庭
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
校
旗
の
授
与
や
、
児
童
の

皆
さ
ん
が
こ
の
日
に
合
わ
せ
て
練
習

し
た
と
い
う
校
歌
も
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
片
庭
市
長
は
式
典
の
中
で
「
地

域
と
共
に
育
ち
、
優
し
さ
と
正
義
感

を
持
っ
て
、
将
来
の
市
を
担
う
よ
う

な
子
ど
も
た
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

市
庁
舎
に
自
動
証
明
写
真
機
を
設
置

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、
伊
奈
庁
舎
お
よ
び
谷
和
原
庁

舎
１
階
の
待
ち
合
い
ス
ペ
ー
ス
に
、

自
動
証
明
写
真
機
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
開
始
に
伴

な
う
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
や
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
交
付
申
請
を
行

う
際
に
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

市
役
所
開
庁
日
（
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
）
に
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

▷
庁
舎
に
設
置
さ
れ
た
証
明
写
真
機

式典で校歌斉唱する児童の皆さん

Ｑ

Ａ

　着衣着火が危険だと聞きましたが、どういう
ことでしょうか。　　　　　　　（60代・女性）
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　適応支援教室「なのはな」は、市内の小中学校で「学校に行きたくても行けない」児童・生
徒の学校復帰と社会的自立を支援することを目的として、平成 24年４月に開設されました。

　

」
な
は
の
な
「

、
は　

在
現

10

の
名

庭
家
。
す
ま
い
て
い
置
を
籍
が
徒
生

ち
た
も
ど
子
、
て
し
談
相
と
校
学
や

配
に
う
よ
る
来
出
室
通
て
し
心
安
が

援
支
に
う
よ
る
れ
戻
に
校
学
、
し
慮

。
す
ま
い
て
し
を

　

し
通
を
動
活
な
ま
ざ
ま
さ
や
習
学

戻
り
取
を
信
自
の
ち
た
も
ど
子
、
て

育
教
に
う
よ
つ
育
が
力
る
き
生
、
し

。
す
ま
い
て
て
立
を
画
計

室
通
験
体
や
学
見
の
設
施
も
で
つ
い

。
す
ま
き
で
が

　

育
教
る
よ
に
室
来
や
話
電
、
た
ま

。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い
問
お
に
軽

なんでも★のんびり★はなそう★なやまずに
を合い言葉に、あなたをサポートします。
　心の安定や基礎学力の補充・基本的な生活習
慣の確立に向けた支援を行っています。
  わくわくするような活動や学習を通して一緒に
学びましょう。

ボランティア活動ドッグセラピー救命講習

学び合い

　

・
業
作
園
農
、
は
で
」
な
は
の
な
「

ダ
・
球
卓
・
字
習
・
ル
ズ
パ
・
作
制

観
草
野
鳥
野
・
験
実
科
理
・
動
活
立

。
す
ま
い
て

■お問い合わせ
　適応支援教室「なのはな」　☎ 57‐ 0983
　【Eメール】
　nanohana@city.tsukubamirai.lg.jp
　【ホームページ】
　http://blog.city.tsukubamirai.lg.jp/blog/
　nanohana/

適応支援教室
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市市内内の出の出来来事事
第
20
回
茨
城
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
大
会

▷
準
優
勝
し
た
伊
奈
グ
リ
ー
ン
ズ
の
皆
さ
ん

　

那
珂
総
合
公
園
で
10
月
６
日
、
茨

城
県
お
よ
び
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議

会
が
主
催
す
る
「
第
20
回
い
ば
ら
き

ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
行
わ

れ
，当
市
代
表
と
し
て「
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
の
部
」
に
出
場
し
た
伊
奈
グ
リ
ー

ン
ズ
が
見
事
、
準
優
勝
し
ま
し
た
。

伊
奈
グ
リ
ー
ン
ズ
は
、
来
年
10
月
15

日
〜
18
日
に
長
崎
県
で
開
催
さ
れ

る
、
第
29
回
全
国
健
康
福
祉
祭 

な

が
さ
き
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長

崎
２
０
１
６
）
に
茨
城
県
代
表
と
し

て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
、
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

み
ら
い
平
コ
ミ
セ
ン
が
開
館
１
周
年

Ｔ
Ｘ
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
全
国
大
会
で
１
位
・
２
位
の
快
挙　

〜
小
絹
中
の
本ほ
ん
だ多

ゆ
ん
さ
ん
・
小
絹
小
の
本
多
琉る
な那

さ
ん
姉
妹
〜

　

日
本
体
操
協
会
が
主
催
す
る
「
第

1
回
全
日
本
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
」
が
群
馬
県

前
橋
市
で
開
催
さ
れ
、
小
絹
中
学
校

の
本
多
ゆ
ん
さ
ん
（
３
年
）
が
、
シ

ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
競
技
・
女
子
13
‐

15
歳
部
門
で
見
事
、
第
２
位
に
輝
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
大
会
で
は
、
本
多
さ
ん

の
妹
で
、
小
絹
小
学
校
の
琉
那
さ
ん

（
４
年
）
が
、
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド

競
技
・
女
子
10
歳
以
下
部
門
で
、
見

事
、
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

2
人
は
10
月
28
日
、
片
庭
市
長
を

表
敬
訪
問
し
、
大
会
の
成
績
を
報
告

し
ま
し
た
。

　

姉
の
本
多
ゆ
ん
さ
ん
は
「
難
し
い

技
を
成
功
で
き
、
結
果
に
つ
な
が
っ

た
の
で
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
一

つ
一
つ
の
大
会
で
、
い
い
成
績
を
お

さ
め
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

妹
の
琉
那
さ
ん
は
「
大
き
な
大
会

で
優
勝
し
た
の
は
初
め
て
な
の
で
う

れ
し
い
。
た
く
さ
ん
練
習
し
て
う
ま

く
な
り
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
お
二
人
の
今
後
の
活
躍

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

来場者にみらいプレミアムをＰＲ

認
知
症
を
学
び
地
域
で
支
え
よ
う

　

〜
小
学
校
で
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
開
催
〜

　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と

し
た
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
を
９
月
９
日
、
谷
井
田
小
学
校

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
４
年
生
42
人
と
そ
の

保
護
者
が
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識
や
認
知
症
の
方
へ
の
接
し

方
な
ど
に
つ
い
て
、
市
が
養
成
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
講
師
と
な
り
ゲ
ー

ム
や
寸
劇
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
親
と

子
で
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
児
童
た
ち
か
ら
は
「
認

知
症
の
人
が
い
た
ら
優
し
く
接
し
て

あ
げ
た
い
」「
ゆ
っ
く
り
、
優
し
く

声
を
か
け
て
あ
げ
る
」
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
国
が
推
進
し
て
い

る
「
認
知
症
を
知
り
地
域
を
つ
く
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
市
内
在
住
で
5
名

以
上
の
団
体
へ
出
向
き
、
無
料
で
講

座
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
お
気
軽
に
介
護
福
祉
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

み
ら
い
平
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
が
、
11
月
1
日
で
オ
ー
プ
ン
１

周
年
を
迎
え
る
の
に
合
わ
せ
、「
第

１
回
み
ら
い
平
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
普

段
か
ら
み
ら
い
平
コ
ミ
セ
ン
で
活
動

し
て
い
る
各
団
体
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

発
表
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ステージ発表の様子

　

首
都
圏
新
都
市
鉄
道
㈱
が
主
催

の
「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
ま
つ
り

２
０
１
５
」
が
11
月
３
日
、
筒
戸
に

あ
る
同
社
の
総
合
基
地
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
Ｔ
Ｘ
開
業
10
周
年
記
念
と
な

る
今
年
は
、
車
両
工
場
を
初
め
て
一

般
公
開
。
ほ
か
に
も
、運
転
台
見
学
、

洗
車
台
乗
車
体
験
、
電
車
と
綱
引
き

な
ど
人
気
の
催
し
や
、
沿
線
自
治
体

の
ブ
ー
ス
や
飲
食
店
も
出
展
す
る
な

ど
、
訪
れ
た
鉄
道
フ
ァ
ン
や
家
族
連

れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
当
市
の
観
光
協
会
も
出

展
し
、
認
証
特
産
品
「
み
ら
い
プ
レ

ミ
ア
ム
」
の
試
食
・
販
売
を
行
う
な

ど
、
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

講座の様子

賞状とメダルを手にする本多ゆんさ
ん（中央㊨）と琉那さん（中央㊧）
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伊
奈
特
別
支
援
学
校
の
皆
さ
ん
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

～ つくばみらいのわだい ～～ つくばみらいのわだい ～

一生懸命に作業する生徒の皆さん

伊
奈
東
中
に
ミ
ュ
シ
ャ
の
大
型
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

　
　

〜
文
化
祭
で
お
披
露
目
、
美
術
部
が
制
作
〜

講座の様子

大
江
戸
!!
み
ら
い
ま
つ
り
！

　

伊
奈
特
別
支
援
学
校
エ
コ
・
ボ
ッ

ク
ス
班
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
10
月
６

日
、
市
役
所
の
公
用
車
の
洗
車
作
業

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
校
で
学
ぶ
生
徒
の
皆

さ
ん
が
、
身
に
付
け
た
技
能
や
態
度

を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
感
謝
さ
れ
る

喜
び
、
働
く
こ
と
の
意
義
を
知
る
た

め
の
学
習
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

こ
の
作
業
は
合
計
４
回
に
渡
り
継

続
し
て
行
わ
れ
る
予
定
で
、今
回
は
、

伊
奈
庁
舎
の
公
用
車
４
台
を
手
洗
い

で
洗
車
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

茨
城
南
青
年
会
議
所
が
主
催
す
る

「
大
江
戸
!!
み
ら
い
祭
り
！
」
が
11

月
１
日
、
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
江

戸
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

画
家
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ミ
ュ
シ
ャ

の
作
品
を
題
材
に
し
た
、
縦
４
㍍
、

横
３
㍍
の
巨
大
な
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
２

枚
が
、
伊
奈
東
中
学
校
（
直な

お
い井
光こ
う
い
ち一

校
長
）
の
南
側
の
教
室
ベ
ラ
ン
ダ
に

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

制
作
し
た
の
は
、
同
校
美
術
部
の

生
徒
16
人
。
今
年
の
５
月
か
ら
約
半

年
か
け
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
10

月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
同
校
の
文
化

祭
「
秋
陽
祭
」
で
お
披
露
目
さ
れ
ま

し
た
。

　

美
術
部
の
部
長
・
福ふ
く
だ田
栞し
お
りさ
ん
は

「
原
画
の
持
つ
色
合
い
や
透
明
感
を

出
す
の
に
苦
労
し
た
が
、
う
ま
く
表

現
で
き
た
と
思
う
。
た
く
さ
ん
の
人

に
観
て
も
ら
い
た
い
」
と
笑
顔
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
校
の
直
井
校
長
は
「
す
ご
く
良

く
描
け
て
い
る
。
作
品
は
遠
く
か
ら

で
も
見
え
る
の
で
、
近
く
を
通
っ
た

際
に
は
ぜ
ひ
、観
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
同
校

に
よ
る
と
来
年
３
月
末
ま
で
展
示
を

行
う
と
の
こ
と
で
す
。

プ
ロ
か
ら
学
ぶ
映
像
講
座
、
開
講

　
「
プ
ロ
か
ら
学
ぶ
み
ら
い
映
像
講

座
」
を
10
月
11
日
、
図
書
館
本
館
の

視
聴
覚
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ

番
組
な
ど
の
製
作
に
携
わ
る
プ
ロ
の

方
か
ら
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
撮
影
技

術
や
、
撮
影
し
た
映
像
の
編
集
技
術

を
教
わ
り
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
映
像

製
作
を
目
指
す
た
め
の
講
座
で
す
。

　

第
１
回
目
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

飛と
び
ち地
茂し
げ
る

氏
を
講
師
に
迎
え
、
カ
メ

ラ
撮
影
の
技
術
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

中
心
に
学
び
ま
し
た
。
参
加
し
た
15

人
の
受
講
生
は
、
今
現
在
も
第
一
線

で
活
躍
す
る
プ
ロ
の
講
義
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

第
2
回
目
以
降
は
、
事
前
に
申
し

込
ん
だ
少
人
数
の
受
講
生
を
対
象

に
、
よ
り
専
門
的
な
講
座
内
容
で
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
江
戸
が
無
料
で
開
放
さ
れ
、『
衣
・

食
・
住
』
を
テ
ー
マ
に
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
飲
食
ブ
ー
ス
、
マ
ル
シ
ェ

な
ど
の
各
種
催
し
が
行
わ
れ
、
つ
く

ば
み
ら
い
市
市
制
10
周
年
を
記
念
す

る
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

数
多
く
の
映
像
作
品
が
撮
影
さ

れ
、
国
内
有
数
の
野
外
ロ
ケ
施
設
で

あ
る
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
江
戸
が

会
場
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

延
べ
１
万
人
を
超
え
る
多
く
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

図
書
館
ま
つ
り
を
開
催

　

図
書
館
ま
つ
り
が
10
月
24
日
と
25

日
の
両
日
、
市
立
図
書
館
本
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
絵
本
作
家
・
い
し
か
わ

こ
う
じ
さ
ん
を
お
招
き
し
「
ペ
ー

パ
ー
わ
ん
こ
」
の
工
作
教
室
や
、
読

み
聞
か
せ
虹
の
会
に
よ
る
影
絵
の
上

映
、
朗
読
の
会
「
み
ら
い
塾
」
に
よ

る
絵
本
の
朗
読
な
ど
が
催
さ
れ
、
訪

れ
た
子
ど
も
た
ち
や
家
族
連
れ
の
皆

さ
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
楽
し

み
ま
し
た
。

工作教室の様子

大勢の来場者でにぎわう会場内

ベランダに展示した２枚のタペストリー
と美術部の皆さん



12－広報つくばみらい12月号（No.116）－

募

集

し

ま

す

募

集

し

ま

す

～道路の陥没、段差、路肩の崩れなどを見つけた時は、建設課（☎58‐ 2111内線8181 ～ 8186）までご連絡ください～

　

常
陽
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

常
陽
銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
、
年
金
請

求
手
続
き
の
代
行
を
し
て
く
れ
ま
す
。

▼
予
約
方
法
＝
事
前
に
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
予
約
電
話　

☎
58
‐
５
５
５
２

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　

常
陽
銀
行

　
　

年
金
相
談

問
申

情
報お知らせらせ

－Information－

申 ･･･ 申し込み先 ･･･ 問い合わせ先問

　　「みらいくん」は、ご自宅から市内の目的地までドア
ツードアで行くことができる大変便利な公共交通です。た
くさんの方のご利用をお待ちしています。
　    　伊奈庁舎みらいまちづくり課　☎ 58‐2111( 内線 1222）

デマンド乗合タクシー

「みらいくん」 をご利用ください

問

☎ ･･･ 電話番号 ･･･ Ｅメールアドレス

問
申

　　

平
成
27
年
の
輝
か
し
い
年
の
初
め

に
、
各
界
で
活
躍
さ
れ
る
方
々
が
一

堂
に
会
し
、
市
の
将
来
展
望
に
つ
い

て
歓
談
、
意
見
交
換
を
行
う
、
賀
詞

交
換
会
の
一
般
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

▼
日
時
＝
平
成
28
年
１
月
12
日
㈫　

　

午
前
11
時
開
会

▼
場
所
＝
茨
城
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
内

問
申

平
成
28
年
賀
詞
交
換
会

　
　

参
加
者
募
集

（
小
島
新
田
１
０
２
番
地
）

▼
参
加
費
＝
３
０
０
０
円

▼
募
集
人
数
＝
10
人
（
定
員
を
超
え

　

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

▼
参
加
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の

　

方
▼
申
込
期
限
＝
12
月
４
日
㈮　

消
印

　

有
効

▼
申
し
込
み
方
法
＝
は
が
き
に
、
住

　

所
、
氏
名
、
性
別
、
電
話
番
号
、

　

賀
詞
交
換
会
参
加
希
望
と
明
記
の

　

上
、
賀
詞
交
換
会
実
行
委
員
会
事

　

務
局
（
政
策
秘
書
課
内
）
に
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。
抽
選
の
結
果

　

は
、後
日
通
知
に
て
発
表
し
ま
す
。

　
【
申
し
込
み
は
、
は
が
き
の
み
の

受
け
付
け
と
な
り
ま
す
】

　
　
　

　
　
　

〒
３
０
０
‐
２
３
９
５　

つ

く
ば
み
ら
い
市
福
田
１
９
５　

賀
詞

交
換
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
政
策

秘
書
課
内
）
宛　

☎
58
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
２
０
１
〜
１
２
０
３
）

市
民
特
派
員
を
募
集
し
ま
す
！

▼
活
動
内
容
＝
市
が
実
施
し
て
い
る

　

事
業
、
市
の
関
連
施
設
、
市
内
で

　

開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
取

　

材
し
、
そ
の
内
容
を
広
報
紙
で
紹

　

介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
取
材
日
は
特
派
員
の
予
定
を
で
き

る
限
り
考
慮
し
ま
す
。
平
日
は
お
仕

事
で
忙
し
い
方
も
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
任
期
＝
委
嘱
の
日
か
ら
１
年
間

※
平
成
28
年
度
に
発
行
す
る
広
報
紙

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
募
集
人
員
＝
２
人
程
度

▼
応
募
資
格
＝
次
の
①
・
②
の
条
件

　

両
方
を
満
た
す
方

①
市
内
在
住
の
平
成
27
年
４
月
1
日

　

現
在
で
満
20
歳
以
上
の
方

広
報
紙
で
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

②
公
務
員
や
国
・
県
・
市
な
ど
の
議

　

会
の
議
員
で
は
な
い
方

▼
応
募
方
法
＝
伊
奈
庁
舎
、
谷
和
原

　

庁
舎
に
備
え
て
あ
る
「
つ
く
ば
み

　

ら
い
市
市
民
特
派
員
応
募
用
紙
」

　

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、「
市
民
特

　

派
員
に
応
募
す
る
理
由
」
を
４
０

　

０
字
程
度
に
ま
と
め
た
も
の
を
添

　

付
し
て
、
政
策
秘
書
課
ま
で
持
参

　

す
る
か
、
郵
送
に
て
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
選
考
方
法
＝
応
募
者
全
員
と
面
接

　

を
行
い
ま
す
。

　
　
　

伊
奈
庁
舎
政
策
秘
書
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
２
０
２
）

　

市
で
は
、
市
民
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
市
民
特
派

員
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
民
特
派
員
の
方
に
は
、
広
報
つ
く
ば
み
ら
い
に
掲
載
す
る

内
容
に
つ
い
て
取
材
・
原
稿
の
作
成
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

広
報
紙
づ
く
り
を
通
じ
て
、
一
緒
に
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
12
月
７
日
㈪　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時 

▼
場
所
＝
常
陽
銀
行
伊
奈
支
店

　
　
　

常
陽
銀
行
年
金
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
３
０
０
‐
２
８
４
４

　
　

筑
波
銀
行

　
　

年
金
相
談
会

　

筑
波
銀
行
で
は
、
年
金
専
門
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
個
別
無
料
年
金
相
談
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～お金を要求する電話は、ニセ電話詐欺の可能性大！不安を感じたら市消費生活センター（☎25－3288）までご連絡ください～

市制施行10周年カウントダウン事業

市制施行 10周年記念「みらい給食」

給食センター施設見学と
試食会を開催します！
　平成 28 年 1 月 24 日～ 30 日は、全国学校給食週間
です。当市が平成 28 年３月 27 日に市制施行 10 周年
を迎えることから、学校給食センターでは、10周年を
記念した特別メニューで試食会を開催します。ぜひ、こ
の機会にみらい給食を味わってみませんか？
○日時＝平成 28年 1月 26日㈫　午前 11時 30分～
　午後 0時 30分
○会場＝伊奈学校給食センター
○対象＝市内在住の方（定員 25人）
○費用＝ 250円 ( １人あたり )
○献立＝みらい給食　みらいの黒米入りご飯、手巻きの
　り、牛乳、肉そぼろ、菜の花の和え物、林蔵鍋、ぶど
　うゼリー

問申

会
を
開
催
し
ま
す
。
親
切
・
丁
寧
に

お
応
え
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
予
約
方
法
＝
事
前
に
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
12
月
11
日
㈮　

午
前
10
時

　

〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
３
時

▼
場
所
＝
筑
波
銀
行　

み
ら
い
平
支

　

店
（
紫
峰
ヶ
丘
1
‐
2
‐
5
）

　
　
　

筑
波
銀
行　

み
ら
い
平
支
店　

☎
57
‐
１
２
５
１

問
申

　

谷
和
原
郵
便
局
で
は
、
毎
月
無
料

の
年
金
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
予
約
方
法
＝
事
前
に
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
12
月
20
日
㈰　

午
前
９
時

　

〜
午
後
４
時

▼
場
所
＝
谷
和
原
郵
便
局

※
年
金
請
求
書
の
作
成
、
届
出
代
行

な
ど
の
社
会
保
険
労
務
士
の
業
務
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
郵
便
局
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
扱
う
銀
行
代

理
業
者
で
す
。

　
　
　

谷
和
原
郵
便
局　

☎
52 

‐

２
０
０
１

　

  

谷
和
原
郵
便
局

　

  

年
金
相
談

問
申

問
申

　

関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦
支
部
で

は
、
税
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
い

ま
す
。
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、

　
　

税
理
士
に
よ
る

　
　

無
料
税
務
相
談

事
前
に
電
話
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
15
日
㈫

※
１
人
、
40
分
程
度

▼
場
所
＝
関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦

　

支
部
税
務
相
談
所
（
土
浦
市
東
真
鍋

　

町
２
‐
５　

土
浦
市
民
会
館
東
隣
）

※
相
談
予
約
受
付
時
間
は
、
月
〜
金

曜
日
、
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
（
祝

日
を
除
く
）
で
す
。

　
　
　

関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦

支
部　

☎
０
２
９
‐
８
２
４
‐

５
０
５
５

お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す

農
業
委
員
会
各
種
申
請

　

12
月
の
各
種
申
請
の
受
付
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
12
月
10
日
㈭
〜
14
日
㈪　

※
定
例
総
会
は
、
12
月
25
日
㈮
の
予
定

で
す
。

　

 

谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
事

務
局　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線

８
１
２
１
・
８
１
２
２
）

問

ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５

　
　

開
催
の
お
知
ら
せ

　

障
が
い
児
者
の
福
祉
の
向
上
と
県

民
の
障
が
い
児
者
に
対
す
る
理
解
と

認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

　

谷
原
小
学
校

資
源
回
収
の
お
知
ら
せ

▼
日
時
…
平
成
28
年
１
月
16
日
㈯　

※
小
雨
決
行
（
荒
天
時
は
翌
日
。
態

　

度
決
定
は
午
前
６
時
30
分
）

▼
回
収
物
…
ビ
ー
ル
瓶
（
大
・
中
・

　

リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
）
と
ケ
ー
ス
／
古

　

新
聞
（
チ
ラ
シ
混
入
可
）
／
雑
誌

問 （
大
き
さ
を
そ
ろ
え
て
、
ひ
も
で
し

　

ば
っ
て
く
だ
さ
い
）
／
ア
ル
ミ　

　

缶
／
段
ボ
ー
ル

※
欠
け
て
い
る
瓶
、
一
升
瓶
、
鉄
く

ず
類
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

▼
対
象
…
谷
原
小
学
校
区

▼
方
法
…
家
の
前
に
午
前
７
時
ま
で

　

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。当
日
の
朝
、

　

地
区
委
員
が
回
収
し
ま
す
。

  　

谷
原
小
学
校  

☎
52
‐
２
０
０
９

○申し込み期間＝ 12月 7日㈪
～ 18日㈮　
※定員になり次第締め切り。
○持ち物＝スリッパ、はし、費
用（250円）

　　　　伊奈学校給食センター　☎ 58‐ 5701

問

犯
罪
被
害
者
支
援
週
間

（
11
月
25
日
〜
12
月
1
日
）

　

誰
も
が
突
然
、
事
件
や
事
故
に
あ

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
被
害
に
あ

わ
れ
た
際
は
、
相
談
窓
口
や
最
寄
り

の
警
察
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
や
そ
の
ご
家

族
が
回
復
す
る
た
め
に
は
、
周
囲
の

方
の
ご
理
解
と
あ
た
た
か
な
支
援
が

必
要
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
御

願
い
し
ま
す
。

　

  

常
総
警
察
署　

☎
０
２
９
７
‐

22
‐
０
１
１
０
／
茨
城
県
警　

性
犯

罪
被
害
相
談
「
勇
気
の
電
話
」　

☎

０
２
９-

３
０
１
‐
０
２
７
８

　
　
　
　
　
　
【
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
】
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子どもが好きな方へ

ファミリーサポートセンター

　　　　協力会員募集！
ファミリーサポートセンターは、子育ての応援
をしてほしい人（利用会員）が、応援したい人（協
力会員）のサポートを得て、地域で支えあう会
員制（有料）の事業です。空いている時間に子
育てのお手伝いをしてみませんか？
◎こんな方を募集しています！
こどもが好きで自宅または利用会員宅でこども
を預かれる方、自分の空いている時間を子育て
の援助に役立てたいという方　など
※資格は不要です
◎報酬：１時間あたり 700 ～ 900 円
事前に会員登録と入会金 1,000 円（初回のみ）が
必要です。詳しくはお気軽にお問い合わせください。
問　    ファミリーサポートセンター事務局（保健
福祉センター内）☎ 25‐ 2101

　

拉
致
問
題
は
、
我
が
国
喫
緊
の
国

民
的
課
題
で
あ
り
、
こ
の
解
決
を
始

め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
へ
の
対
処
が
、
国
際
社
会

を
挙
げ
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ

れ
る
中
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関

心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
　

政
府
拉
致
問
題
対
策
本
部　

w
w
w
.rachi.go.jp

法
務
省　

w
w
w
.m
oj.go,jp

問

問
申

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情

報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

　

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
で

は
、
市
民
の
組
合
行
政
参
加
の
促
進

と
開
か
れ
た
組
合
行
政
の
実
現
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
取
手
地

方
広
域
下
水
道
組
合
情
報
公
開
条

例
」
を
、
ま
た
、
公
正
で
信
頼
さ
れ

る
組
合
行
政
を
推
進
し
、
個
人
の
基

本
的
人
権
を
擁
護
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
「
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組

合
個
人
情
報
保
護
条
例
」
を
制
定
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
2
つ
の
条
例
に

伴
う
平
成
26
年
度
の
実
施
状
況
を
公

表
し
ま
す
。

○
情
報
公
開
制
度

　

請
求
件
数
3
件
の
う
ち
、
全
部
開

示
決
定
し
た
も
の
が
1
件
、
部
分
開

示
を
決
定
し
た
の
が
2
件
で
し
た
。

○
個
人
情
報
保
護
制
度

　

個
人
情
報
の
開
示
請
求
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
　
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合　

総

務
課　

☎
０
２
９
７
‐
74
‐
４
１
２
５

問み
ら
い
平
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
講
座
受
講
生
募
集

【
ち
ょ
っ
と
優
雅
に
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

‐
ク
リ
ス
マ
ス
ア
レ
ン
ジ
‐
】

▼
日
時
＝
12
月
16
日
㈬　

午
前
10
時

　

〜
正
午

▼
受
講
料
＝
１
５
０
０
円

▼
定
員
＝
8
人

【
家
庭
で
で
き
る
本
格
フ
レ
ン
チ
】

▼
メ
ニ
ュ
ー
＝
サ
ー
モ
ン
と
カ
キ
の

　

白
ワ
イ
ン
蒸
し
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス　

　

ほ
か
１
品

▼
日
時
＝
12
月
18
日
㈮　

午
前
10
時

　

〜
午
後
2
時

▼
日
時
＝
平
成
28
年
1
月
17
日
㈰　

問
申

　

午
後
2
時
〜
3
時
30
分
（
開
場
／

　

午
後
1
時
30
分
）

▼
場
所
＝
取
手
ウ
ェ
ル
ネ
ス
プ
ラ
ザ

　
（
取
手
市
新
町
2
‐
5
‐
25
）

▼
内
容
＝
ア
ニ
メ
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」

　

の
マ
ス
オ
さ
ん
役
で
お
な
じ
み
の

　

人
気
声
優
・
増

ま
す
お
か
ひ
ろ
し

岡
弘
氏
に
よ
る
現

　

代
の
家
族
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の

　

講
演
。
入
場
無
料
。

▼
講
師
＝
増ま
す
お
か岡　

弘
ひ
ろ
し
氏（
俳
優
・
声
優
）

▼
定
員
＝
先
着
３
３
０
人
（
12
月
2

　

日
よ
り
電
話
受
付
）

　
　
　

茨
城
県
県
南
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー　

☎
０
２
９
‐
８
２
６
‐

１
１
０
１

チ
ャ
リ
テ
ィ

「
手
打
ち
そ
ば
を
楽
し
む
会
」

　

今
年
も
新
そ
ば
の
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
そ
ば
打
ち
愛
好
会
の
蕎
遊
会

の
皆
さ
ん
が
、
一
生
懸
命
打
っ
た
そ

生
涯
学
習
講
演
会

「
マ
ス
オ
さ
ん
現
象
に
見

る
こ
れ
か
ら
の
家
族
」

▼
受
講
料
＝
１
５
０
０
円

▼
定
員
＝
16
人

▼
申
し
込
み
方
法
＝
窓
口
に
て
所
定

　

の
申
込
書
で
受
け
付
け
ま
す
。
受

　

講
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

　

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

12
月
23
日
㈬
に
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
楽
し
い
催
し

を
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
来
館
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
館
内

ポ
ス
タ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
　
　

み
ら
い
平
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
☎
38
‐
７
２
４
０

12
月
10
日
〜
16
日
は

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

て
、
障
害
者
週
間
（
12
月
3
日
〜
9

日
）
に
合
わ
せ
て
、
茨
城
県
立
県
民

文
化
セ
ン
タ
ー
で
障
が
い
児
者
に
よ

る
音
楽
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
発
表
、
絵

画
や
陶
芸
な
ど
の
作
品
展
示
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

▼
期
日
＝
12
月
10
日
㈭
〜
14
日
㈪

▼
会
場
＝
茨
城
県
立
県
民
文
化
セ

　

ン
タ
ー
（
水
戸
市
千
波
町
東
久
保

　

６
９
７
）

　
　

茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
協
会　

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐

３
３
７
５

問
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オ
カ
リ
ナ

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
オ
カ
リ
ナ

の
や
さ
し
い
音
色
と
共
に
皆
で
歌
っ

て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。
子
ど
も
た
ち
の
歌
え
る
曲
も
用

意
し
て
い
ま
す
。
親
子
で
一
緒
に
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
入
場
料
は

無
料
で
す
。

問

問ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

  　
　

出
演
参
加
者
募
集

　

平
成
28
年
1
月
31
日
㈰
、
小
絹
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し

ま
す
。
市
内
お
よ
び
近
隣
地
域
の
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
吹
き
が
集
い
、
出
演
者

全
員
で
の
合
奏
や
各
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

発
表
、
お
楽
し
み
有
志
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
な
ど
一
緒
に
演
奏
し
て
楽
し
み
ま

せ
ん
か
？
個
人
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
連
絡

先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ア
ン
サ
ン

問
申

次
世
代
教
育
セ
ン
タ
ー    

　

講
座
参
加
者
募
集

◎
子
ど
も
科
学
も
の
づ
く
り
塾

▼
日
時
＝
12
月
20
日
㈰　

午
前
10
時

　

〜
正
午

▼
会
場
＝
取
手
市
「
白
山
公
民
館
」

　

別
館　

研
修
室
Ａ
・
Ｂ

▼
テ
ー
マ
＝
電
気
で
パ
ン
を
焼
こ
う　

▼
参
加
対
象
者
＝
小
学
生

▼
参
加
費
＝
７
０
０
円
（
教
材
費
別

　

途
）

◎
子
ど
も
お
も
し
ろ
英
語

▼
日
時
＝
12
月
23
日
㈬　

午
前
10
時　

　

〜
正
午

▼
会
場
＝
取
手
市
「
み
ど
り
が
丘
幼

　

稚
園
」

▼
テ
ー
マ
＝
「
ア
メ
リ
カ
版
ク
リ
ス

　

マ
ス
会
を
し
よ
う
！
」

▼
内
容
＝
Ａ
Ｌ
Ｔ
ア
メ
リ
カ
人
講
師

　

に
よ
る
「
バ
ー
チ
ャ
ル
体
験
」・

　

外
国
の
絵
本
や
童
話
の
読
み
聞
か

図書館休館日（全館共通）

　　　

おはなし会（本館）
12 月 12 日㈯（虹の会）
12月 19日㈯（図書館）
午後２時～（３歳ぐらいから）

開館時間
午前 10時～午後６時

図書館へのお問い合わせ
☎ 58‐ 3710

ちょちちょちおはなし会（本館）
12 月 25 日㈮　
午前 11時～（０～２歳と保護者）

おはなし会（みらい平）
12 月 19 日㈯
午前11時30分～（２歳ぐらいから）

図書館からのお知らせ

　

せ
（
英
語
で
＝
通
訳
付
き
）
ほ
か

▼
対
象
者
＝
４
歳
〜
小
学
生

▼
参
加
費
＝
１
０
０
０
円
（
教
材
費

　

別
途
）

◎
白
川
靜
文
字
学
講
座

▼
日
時
＝
12
月
13
日
㈰　

午
前
10
時　

　

〜
正
午

▼
会
場
＝
取
手
市
「
戸
頭
公
民
館
」

　

研
修
室
Ａ
・
Ｂ

▼
内
容
＝
白
川
靜
文
字
学
研
究
の
第

　

一
人
者
で
あ
る
伊い
と
う藤
信の
ぶ
お夫
先
生
に

　

よ
る
、
中
国
古
代
文
字
か
ら
漢
詩

　

の
成
り
立
ち
を
学
ぶ

▼
対
象
者
＝
一
般
（
大
人
）

▼
参
加
費
＝
１
３
０
０
円

　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
次
世
代
教
育
セ

問
申

年末から年始にかけた公共施設・関係機関の休みは次のとおりです。
《年末年始の業務》

公共施設・関係機関名 年末年始の休み期間

市役所（伊奈庁舎・谷和原庁舎）
※婚姻届、出生届などは受け付けます。

12 月 29 日㈫～１月３日㈰
【日曜窓口開庁】
・12月 27 日㈰午前中（伊奈庁舎）  
詳細は本紙 18ページ参照。

・健康増進室（保健福祉センター内）
・公民館（伊奈・谷和原）
・総合運動公園
・コミュニティセンター
　（谷井田・板橋・小絹・みらい平）

12 月 28 日㈪～１月４日㈪

きらくやまふれあいの丘
（すこやか福祉館・世代ふれあいの館） 12 月 28 日㈪～１月４日㈪

・社会福祉協議会 12月 29 日㈫～１月３日㈰
・間宮林蔵記念館
・結城三百石記念館 12月 28 日㈪～１月４日㈪

火葬場組合（やすらぎ苑）
１月１日㈮～１月３日㈰は受
付業務のみ（12 月 31 日㈭ま
では通常業務）

歴史館・ワープステーション江戸 12 月 28 日㈪～１月１日㈮

問 さ
わ
れ
る
展
示
ハ
ー
ト
フ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
催

　

動
物
、
植
物
、
地
学
に
関
連
し
た

標
本
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
で
、
自
然

へ
の
興
味
や
関
心
を
高
め
る
特
別
展

示
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
12
月
9
日
㈬
ま
で
の
開
館

日　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

▼
場
所
＝
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨

　

城
県
自
然
博
物
館
内
企
画
展
示
室

　
　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県
自

然
博
物
館
☎
０
２
９
７
‐
38
‐
２
０
０
０

ン
タ
ー
「
事
務
局
」　

☎
０
９
０
‐

３
１
３
７
‐
５
５
１
１
／　

  jisedai
@
jcom

.hom
e.ne.jp

ブ
ル
「
グ
リ
ー
ン
リ
ー
フ
」　

金か
ね
こ子　

☎
０
８
０
‐
５
４
９
８
‐
１
４
５
５

http://clarinetengreenleaf.
w
eb.fc2.com

/

▼
日
時
＝
12
月
19
日
㈯　

開
場
…
午

　

後
１
時
／
開
演
…
午
後
１
時
30
分

　

〜
3
時

▼
場
所
＝
み
ら
い
平
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

▼
曲
目
紹
介
＝
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
、
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
、
聖
夜
、
雪
の

降
る
町
を
、
さ
ん
ぽ　

ほ
か

　
　

オ
カ
リ
ナ
サ
ー
ク
ル
・
ア
ン

ダ
ン
テ　

代
表　

重し
げ
ま
つ松　

☎
58
‐

８
２
２
７

ば
を
、
ご
近
所
や
お
友
達
お
誘
い
あ

わ
せ
の
上
、
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

な
お
チ
ャ
リ
テ
ィ
金
は
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
6
日
㈰　

午
前
11
時

　

〜
午
後
１
時
30
分

※
準
備
し
た
そ
ば
が
無
く
な
り
次
第

終
了
に
な
り
ま
す
。

▼
場
所
＝
谷
井
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　
ン
タ
ー
（
谷
井
田
１
９
６
０
）　

☎

　

57
‐
８
５
５
１

▼
献
立
＝
天
ぷ
ら
付
き
ざ
る
そ
ば

▼
料
金
＝
７
０
０
円

　
　

蕎
遊
会　

矢や
ま
ん
た

満
田　

☎
58

‐
８
２
１
４
／
竹た

け
う
ち内　

☎
58
‐

２
８
４
９

12 月 ７日㈪ 14日㈪
18日㈮ 21日㈪ 24日㈭

年末年始休館
12 月 28 日㈪～ 1月 4日㈪
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問　    健康増進課（保健福祉センター内）　☎ 25
‐ 2100

介護予防カレンダー（12月）

会場 実施日
板橋コミュニティセンター ３日㈭ 10 日㈭ 17 日㈭ 24 日㈭
谷井田コミュニティセンター ３日㈭ 10 日㈭ 17 日㈭ 24 日㈭
みらい平コミュニティセンター １日㈫ ８日㈫ 15日㈫ 22 日㈫
きらくやますこやか福祉館 ４日㈮ 11 日㈮ 18 日㈮ 25 日㈮
青木自治会館 ７日㈪ 14日㈪ 21 日㈪
谷和原公民館　谷原分館 １日㈫ ８日㈫ 15日㈫ 22 日㈫
谷和原公民館　福岡分館 ３日㈭ 10日㈭ 17 日㈭ 24 日㈭
内宿公民館（筒戸） 14日㈪
西ノ台倶楽部 ２日㈬ ９日㈬ 16日㈬

○地域体操クラブ
　シルバーリハビリ体操指導士によるいきいきヘルス体操
実施時間：午前 10時～ 11 時 30 分

会場 実施日
谷井田コミュニティセンター ３日㈭ 10日㈭ 17 日㈭ 24 日㈭

○すこやか貯筋教室
　65歳～ 70歳前半の方を対象とした、健康運動指導士による運動
実施時間：午後１時 30分～３時

■参加費…無料
■持ち物…タオル、飲み物
※悪天候時や積雪、災害時などは休講になる場合があります。
参加者への個別連絡は原則行いません。
※開催の可否は介護福祉課へお問い合わせください。

伊奈庁舎介護福祉課　☎ 58‐ 2111（内線 1172）問

ヘ
ル
シ
ー
ス
リ
ム
教
室

健
康
的
に
食
べ
て
身
体
も
生
活
も
ス
リ
ム
に

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
適
正
体
重
を
維
持
す
る
こ
と
が

効
果
的
で
す
が
、
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ

ト
は
長
続
き
し
な
い
ば
か
り
か
、
か

え
っ
て
体
調
を
崩
し
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
、
ど
れ
く
ら
い
の
食
事
量
が
適
正

■
対
象

　

18
歳
〜
69
歳
の
方
で
、
ご
自
身
あ

回 期日
（平成 28年） 内容

１ １月 18日㈪ ■栄養講話「バランスのよい食事のとり方について」　バランスよく食べるための基本的なルールを学びます。

２ １月 25日㈪

■栄養講話「自分の適量を知ろう」
　バランスよく食べるには何をどれくらい食べたらいいの
かを学びます。
■栄養講話「自分の食習慣を見直そう」
　簡単なチェックシートで食習慣の改善点を発見します。

３ ２月 １日㈪ ■個別相談　栄養士との個別相談（１人 30分）
　いずれか都合のよい日にちを選んでください。２月 ３日㈬

４ ２月 ８日㈪ ■運動「骨盤ストレッチ」
　講師：ペルビックストレッチマスターインストラクター　長

ちょう

　由
ゆ き

貴氏５ ２月 15日㈪

６ ２月 25日㈭ ■ヘルシーメニュー調理実演・試食

７ ２月 29日㈪
■グループワーク・まとめ
　よい食習慣を続けていくためにどうしたらよいか考えて
いきます。

■日程・内容　　
　時間はいずれも午前 10時～正午（受付：午前９時 45分）

な
の
か
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
食
習
慣

を
見
直
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生

活
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
ご

家
族
の
た
め
に
、
と
い
う
方
も
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

る
い
は
ご
家
族
が
肥
満
傾
向
に
あ
り
、

お
お
む
ね
全
７
回
参
加
で
き
る
方

■
場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

■
申
し
込
み
方
法

　

12
月
25
日
㈮
ま
で
に　

健
康
増
進

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員

30
人
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課
（
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）　

25
‐
２
１
０
０
（
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分　

土
、

日
、
祝
日
を
除
く
）

　県では、地域においてがん予防に有効な知識や
がん検診の重要性について普及啓発を行う「がん
予防推進員」を養成します。受講後は修了証書が
交付され、市のイベントなどでがん予防のための
活動ができます。
■日時…平成 28年１月 29 日㈮　午前 10時 30
分～午後３時
■会場…文部科学省研究交流センター（つくば市）
■講話内容…がん予防について、乳がんの早期発
見・早期治療について、がんと食事など
■申込期限…12月 10日㈭

　　がん予防推進員

養成講習会のお知らせ
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●対象者＝健康増進室利用講習会を受けたことのある方
●定員＝各日22人（肩こり・腰痛体操のみ25人）
●申し込み方法＝電話でお申し込みください。２日目以
降は窓口でも可。申し込みは、本人、家族のみです。（都
合により、休講または変更する場合があります）
※ミニ教室は一人2種類、２回まで。バランスボールはどちらか一方。
＜講習・ミニ教室申込期間＞＜講習・ミニ教室申込期間＞
12月10日㈭から受け付けます。（土・日・祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

●対象者＝市内在住・在勤・在学者で15歳以上の方
（中学生を除く）
※障害者手帳をお持ちの方はご持参ください。
●定員＝各日８人（予約制）
●申し込み方法＝電話または窓口で直接お申し込み
ください。申し込みは、本人、家族のみです。

健康増進室のご利用案内
●火～土…午前９時～午後８時30分
●日曜日…午前９時30分～午後７時30分（月曜日休室）
●料　金…１回あたり200円（減額制度あり）
※初めて健康増進室を利用する場合は、事前に「健
康増進室利用講習会※1 」を受けてください。

【健康増進室１月スケジュール】

申 健康増進課（保健福祉センター内）☎25-2100　

期  日 開始時間 使用料

    健康増進室   
    利用講習会※１ 
（１時間30分程度）

８日㈮ 午後１時

無料  16日㈯ 午後１時
  22日㈮ 午後６時30分
31日㈰ 午後１時

期  日 開始時間 使用料

ミ　

ニ　

教　

室

肩こり・
腰痛体操

（１時間程度）

  ５日㈫

 午前11時 200円12日㈫
 19日㈫
 26日㈫

バランスボール・
シェイプアップ
（１時間程度）

６日㈬

 午前11時 200円13日㈬
20日㈬
27日㈬

チューブ運動
（１時間程度）

 ７日㈭  
 午前11時 200円14日㈭

21日㈭
28日㈭

バランスボール・
リフレッシュ
（１時間程度）

８日㈮

 午前11時 200円 15日㈮
 22日㈮
 29日㈮

※２

◎ミニ教室　  の使用料には、健康増進室使用料を含みます。※２

～がん対策室通信～～がん対策室通信～

○子どもの健診・教室など　　　　　　　会場：保健福祉センター

※健診などの詳しい内容は、「健康管理予定表」をご覧ください。 ※ピヨピヨ組は谷和原公民館が会場です。

事業名 期　日 時　間 対　象
３～４カ月児健診  ２日 ㈬ 午後１時～２時 平成27年８月生
１歳６カ月児健診  ９日 ㈬ 午後１時～２時 平成26年５月生
２歳児歯科健診  16日 ㈬ 午後１時～２時 平成25年11月生
３歳児健診  ８日 ㈫ 午後１時～２時 平成24年10月生
のびのび教室 ３日 ㈭ 午前10時～ 11時30分 平成26年11月生
離乳食教室(前半) １日 ㈫ 午後１時～２時 ５カ月～８カ月児向け
離乳食教室(後半) （予約制） 午後２時30分～３時30分 ９カ月～ 12カ月児向け
プレママ教室（予約制）７日 ㈪ 午後１時15分～４時30分 妊婦（夫婦での参加も可）
ひよこ広場(ピヨピヨ組)※  22日 ㈫ 午前10時～ 11時30分 １カ月～８カ月児と保護者
ひよこ広場(コッコ組) ９カ月～12カ月児と保護者

保健カレンダー (12月）保健カレンダー (12月）

身体活動で低下する大腸がんリスク

■
戦
後
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

で
大
腸
が
ん
が
増
加

　

日
本
で
は
戦
後
、
大
腸
が
ん
が
顕

著
に
増
加
し
て
お
り
、
大
腸
が
ん
の

死
亡
数
で
み
る
と
、
１
９
５
０
年
か

ら
２
０
０
０
年
ま
で
の
50
年
間
で
男

性
10
・
９
倍
、
女
性
８
・
４
倍
に
ま

で
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
腸

が
ん
の
罹
患
率
も
世
界
で
最
も
高
い

国
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
の
中
で
も
特
に
結
腸
が

ん
は
、
欧
米
白
人
の
罹
患
率
が
高
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
伴
い
、
日
本

人
に
お
い
て
も
結
腸
が
ん
な
ど
の
罹

患
率
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
と
い
う
と

一
番
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
食
生
活

の
変
化
、
特
に
肉
な
ど
の
動
物
性
脂

肪
の
摂
取
量
の
増
加
、
食
物
繊
維
・

穀
物
の
摂
取
量
の
減
少
な
ど
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
車
や
公
共
交
通
機
関
の
発

達
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
高
度
な
家

電
製
品
の
普
及
に
伴
っ
て
身
体
活
動

量
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
も
要
因
の

一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
身
体
活
動
が
大
腸
が
ん
リ
ス
ク
を

下
げ
る
効
果

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究

○相　談

○献血　～皆さまのご協力をお願いします～
期日 時　　間 会　　場

11日㈮
午前10時～11時45分 JA茨城みなみ

午後１時30分～４時 谷和原庁舎

報
告
に
よ
る
と
、
身
体
活
動
は
大
腸

が
ん
、
特
に
結
腸
が
ん
の
リ
ス
ク
を

ほ
ぼ
確
実
に
下
げ
る
と
い
う
結
果
が

出
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
人
の
た
め
の
が
ん
予
防
法
」

で
は
、
歩
行
ま
た
は
そ
れ
と
同
等
以

上
の
強
度
の
身
体
活
動
を
1
日
60

分
、
ま
た
、
息
が
は
ず
み
汗
を
か
く

程
度
の
運
動
は
1
週
間
に
60
分
程
度

行
う
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
日
頃
か
ら
定
期
的
な

運
動
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
こ
の
機

会
に
、
ご
自
身
の
運
動
習
慣
や
生
活

習
慣
を
見
直
し
、
身
体
活
動
量
を
高

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日　　時 会　　場
移　    動
健康相談
（予約不要）

18日㈮
午前９時30分～ 11時 みらい平コミュニティセンター
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地　区 収集日 申　込　日
小張・豊、小絹、絹の台 12月  9日㈬ 11月30日㈪ ～ 12月2日㈬
板橋、紫峰ヶ丘・富士見ヶ丘 12月16日㈬ 12月  7日㈪  ～   9日㈬
三島・東、谷原、陽光台 12月23日㈬ 12月14日㈪  ～  16日㈬
谷井田、福岡・十和    1月 6日㈬ 12月21日㈪ ～  22日㈫

粗大ごみ収集・申込日（１２月）

※申し込み専用☎ 52 ‐ 3152　午前９時から午後５時まで

休日救急当番病院（12月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

6日・30日 東 取 手 病 院 取手市 0297-74-3333

13日・29日 総 合 守 谷 第 一 病 院 守谷市 0297-45-5111

２０日２３日３１日は救急医療情報コントロールセンター（029‐241‐4199）へお問い合わせください。

２７日㈰ 宗 仁 会 病 院 取手市 0297-85-8341

1月１日㈷ 守 谷 慶 友 病 院 守谷市 0297-45-3311

     ２日㈯ 取 手 医 師 会 病 院 取手市 0297-78-6111

　 ３日㈰ Ｊ Ａ と り で 総 合 医 療 セ ン タ ー 取手市 0297-74-5551

              小児科救急当番病院（12月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111

水曜日以外 ＪＡとりで総合医療センター 取手市 0297-74-5551

谷 和 原 庁 舎                       ６日・20日

伊 奈 庁 舎                    13日・27日
 開庁時間：午前８時30分から正午まで
   業務内容：窓口業務の一部（下記のとおり）
 【税務関係】　
　納税証明書、所得証明書、評価証明書、軽自動車　   
　車検用納税証明書などの発行。
【納税等関係】
　市税及び各種使用料の納付ができます。
　※但し各種使用料については、納付書をご持参の

　場合に限ります。【住民関係】

　 

戸籍謄本・抄本、住民票の写し、身分証明書

     
印鑑登録および印鑑登録証明書などの発行

　
※住民票の異動（転入・転出など）およびパスポート

　
申請などの手続きはできません。

　　
なお、第２第４日曜日の開庁時間のみパスポート

　
の交付が可能です。

問い合わせ先：市民窓口課

　

☎58‐ 2111

　
伊奈庁舎　　（内線1111 ～ 1115）

　

谷和原庁舎　（内線8110 ～ 8112）

 日曜日開庁のお知らせ（12月）

市社会福祉協議会心配ごと相談（12月）

行　政　相　談（12月）
　毎日の暮らしの中で、例えば「道路の案内標識が見えに
くい」など、困っていることはありませんか？こんなとき、
行政相談委員にご相談ください。
日　時　　12月17日㈭　午後１時30分～３時30分
場　所　　板橋コミュニティセンター　『和室』
　　　　　また、随時相談を受け付けています。
問い合わせ先　行政相談委員
　今

いま

川
がわ

    和
かず

宏
ひろ

さん　☎52 - 2525　筒戸1749 - 1
　相
あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　    ☎58 - 0676　下平柳828 - 3

こ ど も 福 祉 相 談【無料】
　18歳未満の子どもの養育の悩みや虐待、配偶者による
ＤＶ、母子家庭・父子家庭・寡婦の悩み、自立に向けた総
合的相談、母子父子寡婦福祉資金に関する相談などを受け
付けています。
相談方法：電話または面接相談　【祝日・年末年始は除く】
場　　所：伊奈庁舎こども福祉課
電　　話：☎58‐ 2111（内線1161）
相談時間：午前９時～午後４時30分（月～金曜日）
※予約可能な方は事前にご連絡願います。

人　権　相　談（12月）
　家庭内の問題、いじめ、セクハラ、近隣関係など、心配
ごとや困っていることがありましたら、お気軽にご相談く
ださい。プライバシーは厳守されます。
日　時　12月4日㈮　午前10時～正午
場　所　保健福祉センター

　　　　また、随時相談を受け付けています。
問い合わせ先　人権相談員   
  岡
お か の

野  美
み ち こ

智子さん 　☎52 - 2636 　　下長沼228－1
  秋
あ き た

田  政
ま さ お

夫さん　　 ☎52 - 2182   　  古川954－2

　12月   1日㈫　  法律相談(弁)…すこやか福祉館
              8日㈫　  法律相談(弁)…保健福祉センター
            15日㈫　  心配ごと相談…すこやか福祉館 
            16日㈬　  法律相談(弁)…すこやか福祉館
　  　　    〃 　    心配ごと相談…保健福祉センター
             22日㈫     法律相談(弁)…保健福祉センター  
◎法律相談（弁）（司）

　弁護士・司法書士による相談（要予約）午後１時～４時
◎心配ごと相談

　
相談員による相談　午後１時～３時
予約・問い合わせ先

  　　
 ㈳つくばみらい市社会福祉協議会（すこやか福祉館内）　

　　　☎ 57 - 0123 

教　育　相　談（12月）
　家庭教育や子育てに関すること・不登校（適応支援教
室「なのはな」）・友人関係・受験・カウンセリングなど
教育に関する相談についてご利用ください。来所相談の
ほか、電話相談も受け付けています。
場所 教育支援センター
日程 毎週月～金曜日（祝日・12月29日～ 1月3日を除く）
時間　 午前９時～午後４時

 　電話番号 ☎57‐ 0983

●教育相談員：遠
えんどう

藤　一
かず み

美さん・斉
さいとう

藤　篤
あつ

子
こ

さん

　結婚相談、お相手探し、イベント情報など、あなたの
婚活をサポートします。
【対象者】次のいずれかに該当する本人・家族
①２０歳からおおむね４５歳までの独身の方で、市内在住の方
②結婚して市内に住むことができる方
相談日 毎月第３日曜日
場所 谷和原庁舎１階　相談室
時間　 午後1時～ 3時（予約不要）

●結婚相談員：荒
あらい

井  満
み つ え

枝さん・金
こんの

野  美
み ゆ き

幸さん

 結　婚　相　談（12月）
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火災・救急統計
●火災
　建 物

　車 両

　そ の 他

　 計

●救急

　交通事故

　急　　病

　そ の 他

　 計

10月分

2件

　1件

0件

3件

　10月分

27件

81件

　41件

149件

27年分

9件

　3件

9件

21件

27年分

186件

940件

　289件

1415件

～水道工事は市指定給水装置工事事業者へ～　

水道工事（新設・改造・修繕など）は、市の指定を受けた給水装置工事事業者でな
ければ行うことができません。工事の際は指定を受けた事業者に依頼し、上下水道課
へ届け出をしてください。
　市内の指定給水装置工事事業者は下記のとおりです。また、市外の事業者を知り
たい場合は別途お問い合わせください。
　なお、市ホームページにも一覧が掲載されています。
（トップページ→上下水道→水道工事・修理→給水装置工事事業者）
　　　　　　　　　　　　　                       

 上下水道課　    58-2111（内線8207）
　　　　　　　　　　　　

工事業者名 所在地 電話番号 工事業者名 所在地 電話番号

㈱赤塚土木興業 長渡呂256 58 - 6213 常磐興業㈱ 筒戸3178 52 - 2203

伊奈工業㈱ 城中359 58 - 6168 ㈱豊島産業 川崎213-3 52 - 3335

いなほ工業㈱ 上島848 58 - 0382 ㈱直井造園土木 日川571 52 - 2600

大久保水道工業 谷井田1403-3 58 - 8177 成島建設㈱ 板橋3101 58 - 1131

オービー建設㈱ 谷井田750-1 47 - 7000 浜野商事㈱ 伊丹161 58 - 2416

㈲片見設備工業 福岡1425-1 52 - 5804 原信田建設㈱ 板橋1783 58 - 0018

㈲川口商事 鬼長526-1 52 - 3286 常陸管工 上長沼617 52 - 5579

久下設備 城中55 58 - 0418 ㈲福新設備工業 台198 52 - 5011

㈲坂本設備工業 豊体612-2 58 - 0070 ㈱武平 福原188 57- 0600

常総土木工業㈱ 福岡1383-1 52 - 5357 ㈲文倉建設 鬼長1231-2 52 - 5622

常栄エンジニアリング㈱ 田村450 52 - 7633 吉田設備 樛木45-3 52 - 5830

㈱新みらい 絹の台2-2-3 34 - 1088 ㈲丸斉建設 真木106 52 - 2627

㈱誠勝 筒戸1987-11 20 - 5470 ㈱山田組 城中952 58 - 2351

㈱寺田興業 南927-2 52 - 5809 谷原建設㈱ 下長沼118-1 52 - 2298

塚本建設工業㈱ 東楢戸980-1 52 - 3681 ㈱ﾕｰｴｽ設備工業 伊奈東33－229 44 - 6237

問  ☎  ＜市内給水装置工事事業者一覧＞
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市
長
10
月
の
動
静
（
10
月
1
日
〜
31
日
）

こ
こ
で
は
、
市
長
の
月
間
の
主
な
動
静
を
情
報
公
開
し
ま
す
。

12月の納税など
固 定 資 産 税　　　3 期 分

国 民 健 康 保 険 税　　　6 期 分
後期高齢者医療保険料　　　6 期 分

介 護 保 険 料　　　5 期 分

保 育 料　　　1 2 月 分

児 童 ク ラ ブ　　　1 2 月 分

住 宅 使 用 料　　　1 2 月 分

地　　                                                              代　         1 2 月 分

上 下 水 道 料 金 ※　　　1 0 月 分

☆納期限は12月25日（金）です。
※取手地方広域下水道組合分を含む

【濁水のお知らせ】 
 火災の消火活動などにより、水道水に濁

りが発生する場合があります。

ご家庭にて濁水が出た場合は飲用せず、上

下水道課までご連絡願います。

                                　　　   　　【くみとり】
業　者　名 指 定 地 区 

㈱シイナクリーン
0297-48-2336

旧谷和原村全域
小張・豊・谷井田・三島（戸茂・戸崎・   根柄を除く）
板橋（高岡）・東（東栗山・城中）

関　東　商　事  ㈱
029-836-3007

板橋（高岡を除く）
東（足高）・三島（戸茂・戸崎・根柄）
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～つくばみらいの魅力、発信します！～～つくばみらいの魅力、発信します！～
　市では、市民協働のまちづくりを推進す市では、市民協働のまちづくりを推進す
るため、市の魅力などを市民目線で発信しるため、市の魅力などを市民目線で発信し
てもらう、市民特派員とともに、広報紙のてもらう、市民特派員とともに、広報紙の
取材・編集を行っています。取材・編集を行っています。
　今回は、「第 10 回記念　つくばみらい　今回は、「第 10 回記念　つくばみらい
市文化祭」での機織り体験をご紹介します。市文化祭」での機織り体験をご紹介します。

　 市民特派員　市民特派員　
　　山山

やまだや ま だ

田田亜亜
あ きあ き

希希さんさん

第10回記念
つくばみらい市文化祭

昔ながらの機織りを体験

　きらくやまふれあいの丘世代ふれあいの館、すこやか福祉
館、谷和原公民館にて 10月 31 日㈯と 11月 1日㈰の両日、
文化活動の成果を発表する場として、第 10回記念つくばみ
らい市文化祭が開催されました。
　晴天となった 2日間。野外では、発表前に練習するグルー
プや談笑している方などたくさんの人で賑わっていました。
日々の成果が飾られている展示スペースはどれもが素晴らし
く、プチ体験ができ魅力を知ることができました。
　伊奈手織り「彩

あや

の会」の代表岡
おかだ

田一
かず え

枝さんにお話をお聞き
することができました。
　岡田さんは小学校教員を退職後、「衣食住」にこだわった
ことをやってみたいと思い、土浦市立博物館で機織り教室に

通い、農家の女性たちが行っていた昔の機織りを忠実に再現
した、綿の栽培から糸紡ぎ、草木染め、織りなどの全工程を
学びました。岡田さんは「織りは根気のいる仕事がたくさ
んある。たて糸を機にかけるまでが大変だが、魅力的。物を
無駄にしないといった昔の人たちの知恵や工夫が詰まってお
り、家族のためにどんな着物を作ろうか考える温かい心も感
じた」と話します。
　現在、会長を務めるつくばみらい市文化協会に、岡田さん
は平成 11年の設立当時から携わっています。機織りをはじ
め、さまざまなジャンルの文化に触れてきた岡田さんは、文
化には特別な思い入れがあるそう。「文化は物やお金では満
たされない、人の心を満たしてくれるものです」
　彩の会の機織り機は、100 年以上前のもの。たくさんの
物を作りだし、温もりを届け続け、今なお活躍しています。
ものづくりは人をつくる。会場には彩の会の皆さんや来場者
の笑顔があふれ、温かな気持ちで満たされていました。


